
地域Society5.0推進連絡会議 概要

項目 内容

会議名称 地域Society5.0推進連絡会議 （R2.10～）

主な目的
・内容

関係省庁の関連施策を取りまとめのうえ、事務局から地方公共団体へ情報提供を行うことにより、未来技術の
活用によりDXを推進し地域におけるSociety5.0の実現に取り組む地方公共団体を支援

• 地域におけるSociety5.0推進のための取組の検討
• 地域におけるSociety5.0の推進に向けた各省における施策等の情報共有・連携 等
• 地域におけるSociety5.0の先進・成功事例の共有

メンバー
地域における未来技術活用を推進する以下の関係省庁 （局長級及び課長級）
内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局【事務局】、内閣官房IT総合戦略室、内閣府地方創生推進事務局、
内閣府科学技術・イノベーション推進事務局、総務省、文部科学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、
国土交通省、環境省

 未来技術を活用した地方創生施策について関係省庁間の情報共有を図り、連携体制を整備し、
地域における未来技術の活用による地域課題の解決・改善を促進するため、地域Society 5.0
推進連絡会議を開催する。

根拠：第2期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」(2020改訂版) 未来技術の活用による地域課題の解決・改善を促進するため、未来技術の
活用に向けた手順を取りまとめたガイドブックを作成するとともに、関係省庁連絡会議を開催し、未来技術の有用性を地方公共団体に
情報提供する。（政策パッケージ横2-1(2)ⅲ(a)）
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